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高松市 下水道ストックマネジメント計画 

高 松 市

策定 令和 5 年 3 月 日

改定 年  月 日

① ストックマネジメント実施の基本方針

【状態監視保全】・・・ 処理機能への影響が大きい等、重要度が高い施設で、劣化状況の把

握・不具合発生時期の予測が可能な設備に適用する。 

※ 状態監視保全とは、施設・設備の劣化状況や動作状況の確認を行い、その状態に応じて対策を行

う管理方法をいう。 

【時間計画保全】・・・ 処理機能への影響が大きい等、重要度が高い施設であるが、劣化状況

の把握が困難な施設を対象とする。 

※ 時間計画保全とは、施設・設備の特性に応じて予め定めた周期(目標耐用年数等)により対策を行

う管理方法をいう。 

【事後保全】 ・・・ 補完する機能がある等、重要度が低い施設を対象とする。 

※ 事後保全とは、施設・設備の異状の兆候(機能低下等)や故障の発生後に対策を行う管理方法をい

う。 

※ 改築更新対象については、主となる機器が改築の対象となり、補機が改築対象でなく、機能停止

のリスクが残存し、システムとしてリスクを取り除く必要が生じる設備については、保全区分が

分かれ、管理方針が時間計画保全若しくは事後保全であったとしても、標準耐用年数を過ぎてい

る場合、同時改築を検討・実施する計画とする。 
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② 施設の管理区分の設定  

1) 状態監視保全施設 

【管路施設】 
施設名称 点検・調査頻度 改築の判断基準 備考 

管渠 

人孔本体 

人孔蓋 

【一般環境下】 

陶管、ヒューム管は 1 回/15 年の頻度で点

検。点検にて異状が確認された場合に調査

を実施。 

陶管、ヒューム管以外の管は 1 回/30 年の

頻度で点検。点検にて異状が確認された場

合に調査を実施。 

 

【腐食環境下】 

1 回/5 年の頻度で点検。点検にて異状が確

認された場合に調査を実施。 

管渠：緊急度※1Ⅰ・Ⅱで改築

を実施 

人孔本体：緊急度※2Ⅰで改築

を実施 

人孔蓋：健全度※3１又は機能

不足 

 

 

※1：（公社）日本下水道協会：下水道維持管理指針 -実務編- 2014 年版-、p.117 に基づく緊急度 
※2：（公社）日本下水道協会：下水道管路施設ストックマネジメントの手引き-2016 年版-、p.7-2 に基づく緊急度 
※3：（公社）日本下水道協会：下水道維持管理指針 -実務編- 2014 年版-、p.253 に基づく健全度 
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【処理場・ポンプ場施設】 ※貯留施設等を含む 
施設名称 点検・調査頻度 改築の判断基準 備考 

躯体 劣化の兆候が見られたと

き、または、概ね10年の周

期で実施 

健全度 2 以下で

改築を実施。 

 

防水（防食） 

仕上げ外装（タイル） 

空調・換気設備（エアコン_電気室） 

スクリーンかす設備(スクリーン、自動除塵機、破

砕機、ベルトコンベヤ、フライトコンベヤ、スキップホ

イスト、貯留装置、スクリーンかす洗浄機、スクリーン

かす脱水機) 

点検で異状等を発見してか

ら実施する場合、または、

概ね10年の周期で実施 

健全度 2 以下で

改築を実施。 

 

汚水沈砂設備(沈砂かき揚げ機、沈砂洗浄機、流水ト

ラフ、フライトコンベヤ、スキップホイスト、揚砂ポン

プ、噴射式揚砂機、沈砂分離機、貯留装置) 

点検で異状等を発見してか

ら実施する場合、または、

概ね10年の周期で実施 

健全度 2 以下で

改築を実施。 

 

雨水沈砂設備(沈砂かき揚げ機、沈砂洗浄機、スクリ

ューコンベヤ、スキップホイスト、揚砂ポンプ、沈砂分

離機、貯留装置) 

点検で異状等を発見してか

ら実施する場合、または、

概ね10年の周期で実施 

健全度 2 以下で

改築を実施。 

 

汚水ポンプ設備（ポンプ本体、電動機、抵抗器・制

御器、吐出弁、逆止弁、真空ポンプ、貯留タンク、水中

撹拌機） 

点検で異状等を発見してか

ら実施する場合、または、

概ね10年の周期で実施 

健全度 2 以下で

改築を実施。 

 

雨水ポンプ設備（ポンプ本体、電動機、減速機、抵

抗器・制御器、吐出弁、逆止弁、ディーゼル機関、空気

圧縮機、燃料ポンプ、燃料タンク、真空ポンプ、冷却器） 

点検で異状等を発見してか

ら実施する場合、または、

概ね10年の周期で実施 

健全度 2 以下で

改築を実施。 

 

最初沈殿池設備（汚泥かき寄機、スカム除去装置、

スカム分離機、スカム移送ポンプ、汚泥ポンプ） 

点検で異状等を発見してか

ら実施する場合、または、

概ね10年の周期で実施 

健全度 2 以下で

改築を実施。 

 

反応タンク設備（送風機本体、電動機、抵抗器・制

御器、吐出弁、逆止弁、潤滑油装置、冷却水ポンプ、冷

却塔、乾式フィルタ、湿式フィルタ、水中撹拌機、汚泥

ポンプ、散気装置） 

点検で異状等を発見してか

ら実施する場合、または、

概ね10年の周期で実施 

健全度 2 以下で

改築を実施。 

 

最終沈殿池設備（汚泥かき寄機、スカム除去装置、

スカム分離機、スカム移送ポンプ、返送汚泥ポンプ、余

剰汚泥ポンプ、テレスコープ弁） 

点検で異状等を発見してか

ら実施する場合、または、

概ね10年の周期で実施 

健全度 2 以下で

改築を実施。 

 

消毒設備（薬品貯留タンク、薬品注入機、オゾン発生

装置） 

点検で異状等を発見してか

ら実施する場合、または、

概ね10年の周期で実施 

健全度 2 以下で

改築を実施。 

 

用水設備（マイクロストレーナ、自動洗浄ストレーナ、

ろ過機、自動給水装置） 

点検で異状等を発見してか

ら実施する場合、または、

概ね10年の周期で実施 

健全度 2 以下で

改築を実施。 
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施設名称 点検・調査頻度 改築の判断基準 備考 

放流ポンプ設備（ポンプ本体） 点検で異状等を発見してか

ら実施する場合、または、

概ね10年の周期で実施 

健全度 2 以下で

改築を実施。 

 

急速ろ過設備（ろ過機） 点検で異状等を発見してか

ら実施する場合、または、

概ね10年の周期で実施 

健全度 2 以下で

改築を実施。 

 

汚泥輸送・前処理設備（汚泥ポンプ、自動除塵機、

破砕機、スクリューコンベヤ、貯留装置、スクリーンか

す脱水機、汚泥撹拌機、洗浄水ポンプ） 

点検で異状等を発見してか

ら実施する場合、または、

概ね10年の周期で実施 

健全度 2 以下で

改築を実施。 

 

汚泥濃縮設備（汚泥かき寄機、汚泥ポンプ、浮上濃

縮タンク（鋼板製）、空気圧縮機、遠心濃縮機） 

点検で異状等を発見してか

ら実施する場合、または、

概ね10年の周期で実施 

健全度 2 以下で

改築を実施。 

 

汚泥消化タンク設備（センタードーム、ガス撹拌

装置、機械撹拌機、汚泥ポンプ、脱硫装置、余剰ガス燃

焼装置、燃料タンク、燃料ポンプ、ガスホルダ、蒸気ボ

イラ、温水ボイラ、熱交換器） 

点検で異状等を発見してか

ら実施する場合、または、

概ね10年の周期で実施 

健全度 2 以下で

改築を実施。 

 

汚泥貯留設備（水中撹拌機、機械式撹拌機、汚泥ポ

ンプ） 

点検で異状等を発見してか

ら実施する場合、または、

概ね10年の周期で実施 

健全度 2 以下で

改築を実施。 

 

調質設備（無機凝集剤注入装置、有機凝集剤注入装

置、凝集混和タンク） 

点検で異状等を発見してか

ら実施する場合、または、

概ね10年の周期で実施 

健全度 2 以下で

改築を実施。 

 

汚泥脱水設備（汚泥脱水機、汚泥供給ポンプ、空気

圧縮機、ベルトコンベヤ、貯留装置） 

点検で異状等を発見してか

ら実施する場合、または、

概ね10年の周期で実施 

健全度 2 以下で

改築を実施。 

 

備考) 施設名称を｢下水道施設の改築について(平成 28 年 4 月 1 日 国水下第 109 号 下水道事業課長通

知)｣の別表に基づき記載する場合にあっては、大分類、中分類、小分類のいずれかで記載してもよい。 
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2) 時間計画保全施設 

【管路施設】 
施設名称 目標耐用年数 備考 

圧送管     77 年 健全度予測式より設定 
 
【処理場・ポンプ場施設】 ※貯留施設等を含む 

施設名称 目標耐用年数 備考 

受変電設備 19 年～30 年 標準耐用年数の 1.6～1.9 倍 

自家発電設備 27 年 標準耐用年数の 1.8 倍 
制御電源及び計装用電源設備 13 年～23 年 標準耐用年数の 1.5～1.9 倍 

負荷設備 19 年～27 年 標準耐用年数の 1.8～1.9 倍 
計測設備 10 年～19 年 標準耐用年数の 1.0～1.9 倍 

制御に関わる資産 
監視制御設備 13 年～26 年 標準耐用年数の 1.7～1.8 倍 

備考) 施設名称を｢下水道施設の改築について(平成 28 年 4 月 1 日 国水下第 109 号 下水道事業課

長通知)｣の別表に基づき記載する場合にあっては、大分類、中分類、小分類のいずれかで記載し

てもよい。 
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3)主要な施設の管理区分を事後保全とする場合の理由 

 

【管路施設】・・・ 
  

取付管については、本管と比較し、影響範囲が限定的であることから、

事後保全施設に分類している。 
  開渠（分流雨水）については、道路陥没や下水道の使用制限などのリ

スクが小さく、異状の発生後も対応が容易なことから、事後保全施設に

分類している。 
 マンホール内に設置されているポンプについては、予備機があること

から、事後保全施設に分類している。 
 

【汚水ポンプ施設】・・・ 
  

－ 

 

【水処理施設】・・・ 
  

－ 

 

【汚泥理施設】・・・ 
  

－ 

 
 

 

③改築実施計画 

 

1) 計画期間 令和 5 年度～令和 9 年度 

 
2) 個別施設の改築計画  

【管路施設】 
別添資料参照 
 
【処理場・ポンプ場施設】※貯留施設等を含む 

別添資料参照 
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④ ストックマネジメント導入によるコスト縮減効果 

＜管路施設＞ 
概ねのコスト縮減額 試算の対象時期 

   3,869 百万円/年 100 年 
備考) 標準耐用年数で改築した場合と比較して、健全度の推移及び必要事業費を勘案して

策定した長期的な改築シナリオによるコスト縮減額を記載する。 
 
 
＜処理場・ポンプ場施設＞ 

概ねのコスト縮減額 試算の対象時期 

   1,223 百万円/年 96 年 
備考) 標準耐用年数で全てを改築した場合と比較して、②に基づき健全度・緊急度等や目

標耐用年数を基本として改築を実施した場合のコスト縮減額を記載する。 
 
 



別添資料　改築計画　【管路施設】

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8）

処理区・
排水区の

名称

合流・
汚水・

雨水の別
対象施設

設置
年度

供用
年数

対象延長
（ｍ）

概算
費用

（百万円）
備考

東部処理区 合流 管きょ、マンホール蓋、マンホール本体
S33～
　S63

34～
　64

13,588 2,293

東部処理区 汚水 管きょ、マンホール蓋、マンホール本体
S48～
　H12

22～
　49

1,716 415

西部処理区 合流 管きょ、マンホール蓋、マンホール本体
S45～
　H8

26～
　52

9,350 1,649

西部処理区 汚水 管きょ、マンホール蓋、マンホール本体
H8～
　H10

24～
　26

31 2

牟礼処理区 汚水 管きょ、マンホール蓋、マンホール本体
S50～
　H2

32～
　47

333 29

庵治処理区 汚水 管きょ、マンホール蓋、マンホール本体 H10 24 78 10

計 4,398



            

            

            

            

           

             

             

            

            

           

             

           

                    

           

           

            

            

            

            

           

           

           

           

            

            

            

            

           

           

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

           

           

           

            

           

           

           

           

           



           

           

           

                 

           

           

           

           

           

       
               

       
               

           

               

               

                  

                 

           

           

           

           

            

           

            

                   

           

                   

           

           

           

            

            

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

            

            

           

           

           

           

           

           



           

            

            

                   

            

            

               

           

                

           

                      

                   

           

           

                

                 

           

                 

           

           

           

           

           

            

           

           

           

         
                 

         
               

          
                  

          
                  

           

           

            

            

            

            

            
                 

                    

                     

                     

                      

                      

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           



           

           

           

           

           

           

                   

           

           

           

           

            

            

            

            

            

            

            

            

            

               
              

               
              

            

           

            

           

           

           

           

           

           

           

           

            

           

           

            

           

            

            

            

            

            

           

            

            

            

            

            

            

            

            

            

             

            



            

            

            

            

            

            

            

           

           

            

            

           

            

            

            

           

            

             

            

           

           

           

           

            

            

           

           

           

           

            

            

            

           

           

           

           

           

           

           

            

            

            

             

             

            

           

         


